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まえに， 第2の労働期間したがってまた回転期間が開始される。J (K 1 S 
261 全集版原頁，以下同じ〕
原資本900ポγ ドを労働期間9週間と流通期間3週間とに分割すれば，毎週
の投下流動資木は 100ポY ドではなく， 900ポY ド(12週=75ポγ ドとなり.25 
%だけ生産の規模は縮小する。しかし，このよろにすれば，第1回転期間の終
了前に第IOj聞から第2の労働期間したがってまた第2の回転期間が始まりうる。










































ことだけであるJ(K Il S. 266)が，この追加流動資本300ポY ドは「資本前貸











制限きれる。流通期間中に商品資本 W'が G'への転化 (W'-G勺をとげつつ
あるときに，同時に生産の連続性のために生産資本(原料など〕が労働過程に






































































































資本」は 1年間の流通期間の合計5回によって決定されるのではなく， 2500 
ポγ ドにならない。 r追加資本も最初の前貸資本と同様に回転を始め，したが





























































スターロ γ グの資本価値 の立場からすわば，通慌時聞はまったく消去去
ったように見える。回転期間は労働期間と一致する。通流時間はゼロである
とされる。J(K II S. 268) 
これに反して，もし 500ポンドの資本が5週間の労働期間のあと 5週間の流
回転期間と資本前貨の大きさ・価値増殖 く35) 35 
通期間に入札 10週間の全回転期間終了後はじめて再び生産しうるとすれば，
この資本は l年50週には5回転する。 1年の25週が生産期間であり. 25週が流
通期間である。資本は各回転期間の半分だけ，一年の半分だけ機能したにすぎ
ない。総生産物は 5X5oo~2500ポンドである。
ところが， ζ の5回の流通期間に 500ポγrの「補充資本Jが入札とれに
よって回転が2500から5000ポンドに高められる。しかし. 1前貸資本の大きさJ
















































回転期間と資本前貸o大きさ・価値増殖 (37) 37 
すでに前節で見た第15章の主文または本文において，労働期間と流通期聞を
異にする三つの例がとられて，一定程度「回転の機構」が明らかにされ，それ
ゆえ「回転上の相違Jも一定程度明らかにされたが(図 1参照). しかし， こ
れはあくまで一定程度までにすぎず，不十分であった。回転り全体像をくわし
ぐ明らかにするのが第一~三節であるロそのさい，回転期聞を 9週間で一定と
し， 前貸資木をも900ポ γ ドで一定と L 単に労働期間色流通期間の内部比準



















4) M師団ilienRubel， Oeuvres de X，αrl Marx， Economie， I， 1968， p.67-0. 
























































40 (40) 第 142巻第1号
D 最後に問題の結論D を見ょう。 A~Cが|回転の機構」に伴う資本の遊
離に焦点をあてた「結論」だとすれば Dは第15章の最も根本的なテー 7 すな









































資本は，必要な期間よりも 1週間早〈還流し，したがってそれは， この 1週
間のあいだ遊離されている。さらにこれまでと同じように，労働期間のなか
ばに3日0ポンド・ λ ター リ γ グ(あの600ポンド・九ターリ γ グの一部)が遊
離されるが，その遊離は3週間でなく 4週間にわたる。したがって貨幣市場
には， 1週間のあいだ600ポンド・ λターリングがあり，そして 3週間では





























額は900ポンド・月ターリングから800ポγ ド・スタ一日 '/fに減少するo 最
初に前貸Lされた佃値の残り 100ポンド・ λ ターロングは，貨幣資本の形態
で分離される。貨幣資本と Lてそれは貨幣市場にはいり込みJ そこで機能し
ている諸資本の追加部分をなす。J(K I S. 285) 
このように，流通期聞が3週間から 2週間に短縮され，回転期聞が9週から
8週間に短縮される結果， 1前貸総資木」は900ポンドから800ポンドに減り，































































~3 例でもそうである。例えば，第1{列jでは資本 1 (原資本〕に等しい900ポ
γ ドが3 第 1回転後には労働期間9週間だけの間隔をおいて第21週末に還流す













































ればならず，それゆえ還洗した資本 600ポγ ドを連続して次の 6週間に投入し
回転期間と資本前貸の大きさ・価値増殖 (47) 47 
図2 生産の連続性の観点から見た資本町回転構構
/原資本側¥ち1F/抑 ¥/ 卵 ¥/' ~OO 
/  ; / ; ¥ 以下同様
j;-倒期間 / 〆 /






程から脱落L， 3週間の流通過程に入る。 しかし， この間も追加資本3口口ポγ
ドが投入され，生産の連続性が保たれる。第9，旦の終りに流通期聞が終了 L，
日日目ポンドの資本が還流するo との日日日ポγ ドは，次の第10週日から労働過程に
投入さわし， 第1O~15週の 6 週間の労働過程を担う。第12週末にも生産物600ポ





































































50 ( 50) 第 142巷 第 1号
と「第3の場合J(生産物の価格変動〉 とをのべたあと.I第四節 結論」の最



















本が必要になり， それゆえ前貸総資本は 900ポンド・ λ タ リyfから 800






目指期間と資本前貸の大きさ 価値増殖 (51) 51 
を供給し，一年中絶えまなく労働過程をつづけ，年51週間に51日日ポンドの生産
物を供給する。だかり 1こり事業が流通に投げ入れる生産物の総量と価格に
関しては何らの変化も生巳なし、J(K Il S. 289)。しかし，いまや 1100ポンド
が通流時間の短縮によって貨幣資本の形態で分離され，回転の機構かbまった






































の資本が 週早〈還流するからである。J(K II S. 292ーの
このような輸送方法の改良による流通期間の短縮は，販売期間の短縮ととも
に『資本論』第E部第14章「流通期間」の主要テ マの一つであった。 I運輸











回転期間と資本前貸の大ささ・価値増殖 (53) 53 
『資本論』第E部第12章「労働期間」では I協業や分業や機械の使用」に
よる労働期間の短縮が語られ (KII S. 237)，第13章「生産期間」でも，たと
えば鉄生産にお円るパドノレ法，ベッセィー法による生産期聞の短縮などが語ら













































時間に逆比例して増減する。」 (K I 第 1草稿")
このように， 流通期間の短縮・延長， これに起因する回転期間の短縮・延長
のみが「資本の大きさやそれゆえ価値増殖の程度」に影響を及ぼすのである。
6) Marx Engels Gesamtausgabe CMEGA)， I!4.1， 1岨8，S. ~06. 中峯・大谷組訳『資本の流通
過程』大月書庖， 1982年.85頁。
